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二
字
と
二
字
の
語

が
結
び
つ
く 

二
字
と
一
字
の
語

が
結
び
つ
く 

一
字
と
二
字
の
語

が
結
び
つ
く 

一
字
の
語
が
並
ぶ 

構
成 

登
場→

人
物
、
一
進←

→

一
退 

演
奏→

会
、
電
車→

賃 

諸→

問
題
、
無→

所
属 

な
ど 

市―

町―

村
、
衣―

食―

住 

な
ど 

例 

不
□
□ 

□
□
券 

新
□
□ 

（
例
）
不
可
能
、
不
自
然
、
不
安
定 

な
ど 

（
例
）
乗
車
券
、
入
場
券
、
定
期
券 

な
ど 

（
例
）
新
商
品
、
新
学
期
、
新
記
録 

な
ど 

一 

次
の
熟
語
の
意
味
を
考
え
ま
し
ょ
う
。 

少
人
数 

「
少
」（ 

少 

）
な
い→

「
人
数
」（ 

人
の 

 
→
 

数 
 

） 

 

保
健
室 

「
保
健
」（
保
つ 

→
 

健
康 

を
）→

「
室
」（ 

へ
や 

 
） 

 

身
体
測
定 

「
身
体
」（
身 

＝ 

体 

）
の→

「
測
定
」（
測
る 

→

定
め
る 

） 

二 

教
科
書
四
六
ペ
ー
ジ
を
読
ん
で
、
三
字
と
四
字
の
熟
語
の
構

成
を
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。 

           
 
 
 

     

三 

熟
語
の
切
れ
目
に
／
を
入
れ
て
線
で
結
び
、
構
成
に
つ
い
て

考
え
ま
し
ょ
う
。 

① 

郵 

便
／
物 

 
 
 
 

 

② 

世 

界
／
遺 

産 

③ 

下 

水
／
処 

理
／
場 

 

④ 

蒸 

気
／
機 

関
／
車 

⑤ 

特 

別
／
天 

然
／
記 

念
／
物 

⑥ 

地 

球
／
温 

暖
／
化
／
防 

止
／
対 

策 

 
 

 

名
前 

漢
字
の
広
場
① 

三
字
以
上
の
熟
語
の
構
成 

め
あ
て 

三
字
以
上
の
熟
語
の
構
成
を
理
解
し
た
り
、
由
来
に
関
心
を
も
っ
た
り
し
よ
う
。 

四 

次
の
□
に
漢
字
を
あ
て
は
め
て
、
三
字
の
熟
語

を
考
え
ま
し
ょ
う
。 

         

五 

熟
語
に
は
、
長
い
言
葉
を
省
略
し
て
短
く
し
た

も
の
が
あ
り
ま
す
。
次
の
言
葉
の
省
略
し
た
形
を

（ 
 
 

）
に
書
き
ま
し
ょ
う
。 

 

・ 

高
等
学
校 

 
 
→

（ 
高
校 

 
 

） 

・ 

入
学
試
験 

 
 
→

（ 

入
試 

 
 

） 

・ 

図
画
工
作 

 
 
→

（ 

図
工 

 
 

） 

・ 

重
要
文
化
財 

 
→

（ 

重
文 

 
 

） 

・ 

農
業
協
同
組
合 

→

（ 

農
協 

 
 

） 

・ 

国
民
体
育
大
会 

→

（ 

国
体 

 
 

） 

 

六 

教
科
書
四
八
ペ
ー
ジ
「
五
年
生
で
学
ん
だ
漢
字

①
」
に
書
か
れ
た
言
葉
を
読
ん
だ
り
、
ノ
ー
ト
に
短

文
を
書
い
た
り
し
ま
し
ょ
う
。
意
味
の
分
か
ら
な

い
言
葉
は
辞
書
で
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 



家
庭
学
習
プ
リ
ン
ト 

国
語
６
年 

② 

    

一 

教
科
書
四
九
～
五
九
ペ
ー
ジ
を
音
読
し
ま
し
ょ
う
。
音
読
し
た
ら
□
に
丸
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

 

二 

教
科
書
五
〇
～
五
九
ペ
ー
ジ
を
読
み
、
形
式
段
落
（
一
マ
ス
下
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
）
に
分
け
ま
し
ょ
う
。 

 

ヒ
ン
ト 

全
部
で
二
八
段
落
あ
り
ま
す
。 

 

三 

「
地
球
温
暖
化
」「
異
常
気
象
」「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
こ
と
を
書
き
ま
し
ょ
う
。 

  

四 

①
～
④
段
落
（
教
科
書
五
〇
～
五
一
ペ
ー
ジ
八
行
目
）
を
読
み
、
世
界
各
地
で
起
き
て
い
る
地
球
温
暖
化
に
つ

い
て
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。 

 
 
 
 

※
「
石
炭
、
天
然
ガ
ス
」
は
順
不
同 

① 

地
球
温
暖
化
の
大
き
な
原
因
は
、
石
油
や
（ 

石
炭 

 

）、（ 

天
然
ガ
ス 

 

）
な
ど
の
（ 

化
石
燃
料 

 

）

を
大
量
に
使
用
し
、
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
（ 

温
室
効
果
ガ
ス 

）
を
排
出
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 

② 

（ 

化
石
燃
料 

 

）
に
は
限
り
が
あ
り
、
こ
の
ま
ま
使
い
続
け
る
と
、
い
ず
れ
は
使
い
き
っ
て
し
ま
う
と
予

想
す
る
人
た
ち
が
い
る
。 

③ 

（ 

化
石
燃
料 

 

）
に
た
よ
ら
な
い
社
会
を
ど
の
よ
う
に
作
り
だ
し
て
い
け
ば
よ
い
か
。 

④ 

化
石
燃
料
に
代
わ
る
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、（ 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー 

 

） 

 

で
あ
る
。
代
表
的
な
も
の
に
、
太
陽
光
（
ソ
ー
ラ
ー
）、（ 

風
力 

）、（ 

水
力 

）、（ 

地
熱 
）
な
ど
が
あ

る
。
こ
れ
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
（ 

二
酸
化
炭
素
）
を
排
出
せ
ず
、
自
然
の
中
で

く
り
返
し
生
成
さ
れ
る
の
で
、
環
境
に
悪
い
え
い
き
ょ
う
を
あ
た
え
な
い
。
※
「
風
力
、
水
力
、
地
熱
」
は
順
不
同 

 

五 

形
式
段
落
⑥
（
教
科
書
五
二
ペ
ー
ジ
一
行
目
）
に
「
雪
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
。」
と
あ
り
ま
す
が
、
雪
が
ど
の
よ

う
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
用
で
き
る
と
思
い
ま
す
か
。
考
え
を
書
き
ま
し
ょ
う
。
⑤
段
落
（
教
科
書
五
一
ペ
ー

ジ
十
行
目
）
の
「
ガ
ラ
ス
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」
を
ヒ
ン
ト
に
考
え
ま
し
ょ
う
。 

       

名
前 

雪
は
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー 

め
あ
て 

地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
知
り
、
雪
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
ど
の
よ
う
に
利
用
で
き
る
か
考
え
よ
う
。 

「
少
」（ 

 
 

）
な
い→

「
人
数
」（ 

 
 
 
→
 
 
 
 

） 

 

保
健
室 

「
保
健
」（ 

 
 
←
 
 
 
 
 

を
）→

「
室
」（ 

 
 
 
 

） 

 

身
体
測
定 

「
身
体
」（ 

 

＝ 
 

）
の→

「
測
定
」（ 

 
 
→

 
 
 

） 

二 

三
字
と
四
字
の
熟
語
の
構
成
を
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。 

                 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

☆ 

説
明
文
を
読
む
と
き
は
、「
問
い
か
け
」（
～
で
し
ょ
う
か
。）
に
注
目
し
ま
し
ょ
う
。
問
い
か
け
に
対
す
る
答
え
が
ど
こ
に

書
か
れ
て
い
る
の
か
、
ど
ん
な
具
体
例
を
挙
げ
て
説
明
し
て
い
る
の
か
を
考
え
な
が
ら
読
み
ま
し
ょ
う
。 

※
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
言
葉
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
や
、
⑤
の
「
ガ
ラ
ス
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」
を
読
ん
で
、
雪
を
使
っ
て
冷
や
す
な

ど
の
内
容
が
書
か
れ
て
い
れ
ば
よ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

○ 

※
知
っ
て
い
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
れ
ば
よ
い
。 
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一 

形
式
段
落
⑤
（
教
科
書
五
〇
ペ
ー
ジ
十
行
目
）
か
ら
⑱
（
教
科
書
五
五
ペ
ー
ジ
十
行
目
）
を
音
読
し
ま
し
ょ
う
。

音
読
し
た
ら
□
に
丸
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

 

二 

筆
者
が
あ
げ
て
い
る
雪
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
に
つ
い
て
、
事
例
と
そ
の
利
点
を
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。 

ヒ
ン
ト 

教
科
書
に
の
っ
て
い
る
図
や
グ
ラ
フ
も
参
考
に
し
ま
し
ょ
う
。 

三 

筆
者
が
、
雪
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
理
由
を
「
化
石
燃
料
」「
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
」
の
特
徴
を
比
べ
な
が
ら
考
え
ま
し
ょ
う
。 

     

四 

雪
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
に
よ
っ
て
、
筆
者
は
、
雪
国
の
暮
ら
し
に
ど
の
よ
う
な
変
化
の
可
能
性
を
考
え
て
い
ま

す
か
。
ま
た
、
ど
ん
な
課
題
が
あ
る
と
い
っ
て
い
ま
す
か
。 

 

変
化
の
可
能
性 

・（ 

冷
房
費
用 

 
 

）
が
削
減
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、（ 

二
酸
化
炭
素 

 

）
の
削
減
に
も

つ
な
が
る
。 

 

課
題 

 
 
 
 

・
冬
に
降
っ
た
（ 

 

雪 

）
を
ど
の
よ
う 

２ １ 

 

雪
冷
房 

氷
室 

事
例 

・
ガ
ラ
ス
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド 

・
国
際
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

・
新
千
歳
国
際
空
港
の 

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル 

・
北
海
道
む
か
わ
町
穂
別 

 

北
海
道
沼
田
町
、
美
唄

市
、（ 

風
連 

 

）
町 

・（ 

山
形 

 
 

）
県 

・（ 

新
潟 

 
 

）
県 

場
所 

雪
を
地
下
の
貯
蔵
庫
に
保
存

し
、
冷
房
に
利
用
す
る
。 

 

雪
の
保
存 

野
菜
の
保
存 

米
の
貯
蔵 

  

使
い
方 

石
油
の
節
約
に
な
る
。 

二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
お
さ
え
ら
れ

る
。 

長
い
期
間
、
鮮
度
を
保
っ
た
状
態
で

保
存
で
き
る
。 

冷
蔵
庫
よ
り
長
持
ち
す
る
。 

 

利
点 

雪
は
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー 

め
あ
て 

雪
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
事
例
と
そ
の
利
点
を
ま
と
め
、
筆
者
の
主
張
と
事
例
の

関
係
を
考
え
よ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
例
）
使
用
す
る
と
二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
、
限
り
が
あ
る
化
石
燃
料
と
は
ち
が
い
、
雪
は
二
酸
化
炭
素
を
出
さ
ず
、
自
然
の
中
で
く

り
返
し
生
成
さ
れ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
か
ら
。
ま
た
、
日
本
の
国
土
の
半
分
以
上
は
雪
国
で
あ
り
、
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
期
待
で
き
る
か
ら
。 

※
「
化
石
燃
料
」「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
特
徴
と
雪
と
を
比
べ
て
、
雪
を
利
用
す
る
こ
と
の
よ
さ
が
書
か
れ
て
い
れ
ば
よ
い
。 

名
前 

○ 

※
各
地
で
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
て
い
る
か
、
書
か
れ
て
い
れ
ば
よ
い
。 

※
山
形
県
、
新
潟
県
は
順
不
同 
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ト 
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一 

筆
者
は
、
雪
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
可
能
性
を
述
べ
る
時
、
昔
の
氷
室→

現
代
の
野
菜
貯
蔵
庫→

ガ
ラ
ス
の
ピ

ラ
ミ
ッ
ド→

洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト→

新
千
歳
空
港
の
順
で
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
筆
者
の
ど
ん
な
意
図
が
あ

る
で
し
ょ
う
か
。
次
の
二
つ
の
書
き
出
し
に
続
け
て
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。 

         

二 

筆
者
は
、「
雪
の
保
存
と
い
う
課
題
」
や
「
今
後
の
課
題
」
な
ど
に
も
ふ
れ
て
い
ま
す
。 

（
１
）
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
、
形
式
段
落
㉖
（
教
科
書
五
八
ペ
ー
ジ
の
五
行
目
）
を
も
と
に
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。 

  

①
雪
の
利
用
が
（ 

雪
国 

 
 

）
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
。 

 

②
雪
の
冷
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
ほ
か
の
（ 

再
生
可
能 

 
 
 

）
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
似
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利

用
す
る
と
き
の
（ 

効
率 

 

）
が
低
い
こ
と
。 

 

③
雪
の
（ 

保
存
施
設 

 
 
 

）
は
容
積
が
か
さ
ば
る
た
め
、
新
た
に
導
入
す
る
と
き
に
（ 

費
用 

 

）
が

か
か
る
こ
と
。 

（
２
）
課
題
を
示
す
こ
と
は
、
筆
者
の
主
張
に
ど
ん
な
効
果
を
あ
た
え
て
い
る
で
し
ょ
う
。
次
の
書
き
出
し
に
続
け

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

       

名
前 

雪
は
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー 

め
あ
て 

筆
者
が
取
り
上
げ
て
い
る
事
例
の
順
序
を
考
え
、
な
ぜ
そ
の
順
序
に
し
た
の
か
、
筆
者
の
意
図
を
考
え

よ
う
。 

身
近
で
想
像
し
や
す
い
例
か
ら
順
に
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
（
例
）
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
く
わ
し
く
な
い
読

み
手
で
も
、
興
味
を
も
っ
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る 

 
 
 

 

 
 
 
 
 

 

と
い
う
意
図
。 

 

古
く
か
ら
の
利
用
の
さ
れ
方
か
ら
順
に
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
（
例
）
自
分
た
ち
の
暮
ら
し
て
い
る
地
域
の
自

然
の
力
を
見
直
す
こ
と
が
、
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
す
こ
と
に
つ
な
が
る
と
強
調
す
る 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

と
い
う
意
図
。 

※
興
味
を
も
っ
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
や
、
こ
れ
ま
で
に
活
用
し
て
き
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
今
後

も
生
か
し
て
い
く
こ
と
な
ど
に
ふ
れ
て
い
れ
ば
よ
い
。 

雪
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
よ
い
点
だ
け
で
な
く
、
課
題
を
示
す
こ
と
で
、
（
例
）
否
定
的
な
意
見
も
含
め
た
上

で
、
そ
れ
で
も
価
値
が
あ
る
こ
と
が
読
み
手
に
伝
わ
る 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

と
い
う
効
果
。 

☆ 

説
明
文
で
は
、
取
り
上
げ
る
事
例
の
内
容
や
順
序
に
筆
者
の
意
図
が
ふ
く
ま
れ
て
い
ま
す
。
読
み
手
に
何
を
伝
え
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
を
考
え
な
が
ら
読
み
ま
し
ょ
う
。 
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一 

筆
者
の
考
え
や
説
明
の
仕
方
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
学
習
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
ま

し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

二 

教
科
書
六
二
ペ
ー
ジ
の
「
言
葉
を
学
ぼ
う
」
に
あ
る
「
四
字
の
漢
字
で
表
す
言
葉
」
を
使
っ
て
、
短
文
を
書
き

ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
主
語
を
必
ず
書
き
ま
し
ょ
う
。 

   

三 

教
科
書
六
二
ペ
ー
ジ
の
「
言
葉
を
増
や
そ
う
」
に
あ
る
よ
う
な
「
外
来
語
を
組
み
合
わ
せ
た
言
葉
」
を
、
身
の

回
り
か
ら
さ
が
し
て
書
き
ま
し
ょ
う
。 

    

四 

教
科
書
六
三
ペ
ー
ジ
「
こ
こ
が
大
事
」
を
音
読
し
ま
し
ょ
う
。
音
読
で
き
た
ら
□
に
丸
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

 

 

ふ
り
返
ろ
う 

 

     

名
前 

雪
は
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー 

め
あ
て 

新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
筆
者
の
考
え
や
説
明
の
仕
方
に
つ
い
て
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
よ
う
。 

（
例
）
わ
た
し
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
言
葉
を
聞
い
て
、
こ
れ
ま
で
は
、
力
強
さ
、
熱
さ
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
温
度
を
下
げ
る
こ
と
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
驚
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
雪
を
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
活
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
、
限
り
あ
る
化
石
燃
料
と
は
ち
が
っ
て
、
自
然
の
豊
か
さ
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
上
で
と
て
も
有
効

だ
と
思
い
ま
す
。
身
近
な
自
然
に
目
を
向
け
、
見
直
し
て
い
く
こ
と
が
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
に
つ
な
が
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。 

 

わ
た
し
の
学
校
に
は
、
太
陽
光
を
生
か
し
た
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
が
あ
り
ま
す
。
豊
か
な
自
然
を
生
か
し
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
変
え
て
い
く
発
想
を
も
っ
て
、
環
境
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

※
「
雪
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
」
と
「
説
明
の
仕
方
」
な
ど
に
ふ
れ
て
書
か
れ
て
い
れ
ば
よ
い
。 

   

○ 

・
雪
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
例
や
、
そ
の
長
所
と
短
所
な
ど
を
と
ら
え
な
が
ら
、
筆
者
が
言
い
た
い
こ
と
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
◎
・
○
・
△
） 

・
筆
者
の
説
明
の
仕
方
特
徴
に
つ
い
て
、
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
◎
・
○
・
△
） 

（
例
）
わ
た
し
は
、
郷
土
料
理
が
大
好
き
で
、
中
で
も
、
み
そ
に
こ
み
う
ど
ん
を
よ
く
食
べ
る
。 

 
 
 

ぼ
く
は
、
テ
レ
ビ
で
党
首
会
談
を
見
た
。 

（
例
）
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
観
光
ガ
イ
ド
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
、
名
古
屋
国
際
セ
ン
タ
ー 

な
ど 
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一 

次
の
文
は
、
主
語
と
述
語
が
正
し
く
対
応
し
て
い
ま
せ
ん
。
ど
の
よ
う
に
直
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
。
条
件
に

合
う
よ
う
に
書
き
ま
し
ょ
う
。 

   

☆
主
語
と
述
語
を
抜
き
出
し
て
み
る
と
、
少
し
不
自
然
な
感
じ
が
し
ま
す
ね
。 

 

（
１
）
主
語
の
ま
と
ま
り
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
述
語
を
直
す
。 

  

（
２
）
述
語
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
主
語
の
ま
と
ま
り
を
直
す
。 

  

二 

主
語
と
述
語
が
正
し
く
対
応
し
た
文
に
す
る
に
は
、
ど
の
よ
う
に
直
し
た
ら
よ
い
か
、
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

（
１
）
練
習
し
た
お
か
げ
で
、
私
は
友
達
か
ら
「
と
て
も
上
手
に
な
っ
た
ね
。」
と
言
い
ま
し
た
。 

   

（
２
）
私
の
短
所
は
、
一
つ
の
こ
と
に
夢
中
に
な
る
と
、
ほ
か
の
こ
と
が
見
え
な
く
な
る
。 

   

（
３
）
こ
の
本
か
ら
学
ん
だ
こ
と
は
、
練
習
を
し
っ
か
り
や
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。 

         

（
例
）
一
つ
の
こ
と
に
夢
中
に
な
る
と
、
ほ
か
の
こ
と
が
見
え
な
く
な
る
こ
と
が
私
の
短
所
で
す
。 

名
前 

主
語
と
述
語
の
対
応
を
み
る 

め
あ
て 

主
語
と
述
語
の
対
応
を
確
か
め
、
文
の
ね
じ
れ
を
正
し
く
直
そ
う
。 

私
の
将
来
の
夢
は
、
病
気
で
苦
し
ん
で
い
る
人
々
を
助
け
る
医
者
に
な
り
た
い
で
す
。 

（ 

私
は 

 
 

）、
病
気
で
苦
し
ん
で
い
る
人
々
を
助
け
る
医
者
に
な
り
た
い
で
す
。 

私
の
将
来
の
夢
は
、
病
気
で
苦
し
ん
で
い
る
人
々
を
助
け
る
医
者
に
（ 

な
る
こ
と
で
す 
 
 

 
 

）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
例
）
練
習
し
た
お
か
げ
で
、
私
は
友
達
か
ら
「
と
て
も
上
手
に
な
っ
た
ね
。」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。 

（
例
）
私
の
短
所
は
、
一
つ
の
こ
と
に
夢
中
に
な
る
と
、
ほ
か
の
こ
と
が
見
え
な
く
な
る
こ
と
で
す
。 

（
例
）
こ
の
本
か
ら
学
ん
だ
こ
と
は
、
練
習
を
し
っ
か
り
や
る
こ
と
の
大
切
さ
で
す
。 

☆ 

文
章
を
書
く
と
き
に
は
、
主
語
と
述
語
が
対
応
し
て
い
る
か
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。 

☆ 

一
文
が
長
く
な
る
と
、
主
語
と
述
語
が
ね
じ
れ
や
す
い
の
で
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

☆ 

国
語
の
学
習
だ
け
で
な
く
、
他
の
教
科
で
も
確
か
め
ら
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。 

（
例
）
こ
の
本
か
ら
、
練
習
を
し
っ
か
り
や
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。 

 


